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             審 議 経 過           

1．開会 

2．委嘱状交付 

3．管理者挨拶 

4．委員の紹介 

5．事務局の紹介 

6．川西市水道施設整備事業評価委員会設置要綱の説明 

7．委員長の選出 

藤井委員を委員長に選出 

8．委員長挨拶 

9．委員長職務代理者の指名 

木本委員を指名 

10．諮問 

11．会議公開制度について 

12．議事 

《委員長》 それでは、これより議事に入ります。 

まず、第１番目の「事業（緊急遮断弁設置工事）の概要等について」を議題といたします。事務局の説

明を求めます。 

 

《事務局》 それでは議題１事業（緊急遮断弁設置工事）計画説明の前に、１９年度に評価いただきま

した、萩原台配水池築造工事並びに緊急時用連絡管布設工事につきましては先程管理者のほうから

報告がありましたとおり、無事工事着手し、ほぼ計画どおり進行していることをまず報告させていただきま

す。ありがとうございました。 

また委員の皆様、左手後方の窓から、現在進めております萩原台配水池がご確認いただけますの

で、委員会終了後に確認いただければ幸いと考えております。 

それでは、今回の事業であります、緊急遮断弁設置工事について説明させていただきます。本市の

市域はご覧のとおり、南北に長い地形となっており２０箇所２５池の配水池により需用者のみなさまに水

道水を供給しています。現在まで緊急遮断弁設置が完了した配水池はただいま示します6池となって

います。 

 萩原台配水池は前回の評価委員会で説明をさしあげたとおり、本市中部地区への給水拠点であり、

委託水区域全体の給水人口５２,７６５人・一日最大配水量１８,３９５㎥に影響を及ぼす基幹配水池で

あり、人口で全体の約３２％、一日最大配水量で全体の約３４％を受け持っています。現在施工中の配

水池築造工事が完成することで「ライフラインの機能強化」を目標に貯水量が２，０００㎥増加し全体貯

水量が５，０００㎥となることで当該配水池の貯水時間は4．8時間から約10時間に向上することになりま

す。 

また、配水池耐震基準を達成する事で震災時等への対策が図られた配水池として生まれ変わりま

す。 

そこで、今回評価をいただきます萩原台1号配水池緊急遮断弁設置工事については配水池完成に

合わせ、地震発生時等に耐震対策が図られた当該配水池の配水管からの流出を緊急遮断弁により

強制的に閉止し、災害時の応急給水拠点とし応急給水量の確保を目的とするものです。 

工事概要及び緊急遮断弁の特長等については○○から、国庫補助に係る費用対効果に係る評価

方法につきましては○○からご説明をさしあげますので、よろしくご評価いただけるようお願いいたしま

す。 

 

《事務局》 工務課の○○です。それでは、緊急遮断弁の概要についてお手元の資料－３に沿ってご

説明いたします。 

本市では、阪神淡路大震災で水道施設に被害を受けた経験を生かした水道施設の耐震化 及び 

バックアップ機能の強化を計画しています。その中で、地震対策として、配水池や貯留施設など拠点施

設の耐震化対策、そして配水機能が停止した場合の、住民の生命、生活の維持を図るため、応急給

水に必要な水の確保を行うための方法として、配水施設に設置する緊急遮断弁及び、緊急貯水槽な

どが必要となります。 

そこで、さきほど○○がご説明申し上げましたが、水の確保をするため、現在施工中の萩原台１号配
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水池に設置する緊急遮断弁をご評価いただきたく存じます。 

まず、配水池の耐震化対策としましては、平成17,18年度に実施しました、滝山配水池、有効容量

3,000m3、2箇所を行い、平成19年度から平成21年度に萩原台1号配水池、有効容量、3,000m3、１池

を施工中であります。この萩原台1号配水池の築造にあたり、耐震化はもとより増量も目的に、平成19

年度に評価いただき国庫補助事業として平成21年12月の完成を目指し、現在施工中であります。 

なお、この萩原台１・２号配水池の受け持つ給水人口は約２万人で、完成後は合わせて5,000m3の

容量となります。 

ここで、着工から現在までの、進行状況を簡単ではございますが、写真にて、ご覧いただきたいと思い

ます。 

（写真説明） 

・ 着工前の配水池です。 

・ 解体中の状況です。 

・ その後掘削を行い、池内の配管を敷設した様子です。 

・ 鉄筋がほぼ組みあがった状態です。 

・ コンクリートを打設している様子です。コンクリートのボリュームが多いため、2 台のポンプ車を使って

打設しています。 

・ 現在かなり配水池の形が見えてきた状態です。 

・ 次にドームの作製となります。さびにくいステンレスを採用し、梁を設置している状態です。 

・ 全体像としては現在この様な状態です。 

この後の工事としましては、送配水管の布設を予定しています。 

それでは、今回、評価いただきます萩原台1号配水池に設置する、緊急遮断弁についてご説明申し

上げます。 

まず、初めに緊急遮断弁とは、地震災害などによる配水池からの送、配水管の破損といった緊急時

に、貴重な飲料水を確保し、さらに流出水による二次災害を未然に防止するために、地震震度や流出

流量を感知することにより、配水池に設置した緊急遮断弁により、自動的に遮断するものです。 

仕様としましては、 

1)緊急遮断弁 

① 形  式：電気信号式 手動復帰形 

② 口  径：φ400mm 

③ 遮断方式：流量感知、震度感知併用形 

④ 条  件：緊急遮断弁制御盤よりの信号で作動 

2) 緊急遮断弁制御盤 

① 形  式：屋外自立閉鎖型 遮蔽版付 

② 寸  法：W700×H2250×D600（参考寸法） 

③ 材  質：鋼板製 

この配水池への遮断弁の設置箇所ですが、場内配管図でご説明いたします。 

まず、今色が変わったのが新設の配水池です。続きまして、流入管、将来計画の送水管を予定して

います。そしてこれが配水管ですが、この配水管の途中に遮断弁を設置する予定です。このことによりま

して、地震等災害時には配水池内に3,000m3水が確保されるということになります。 

続きまして、一般的な緊急遮断弁の構造についてご説明いたします。 

制御盤が異常を感知し、信号を遮断弁に送り、ウエイトが自重により降下します。それに連動し弁が

回転し、水を遮断します。ここで、先ほど説明させていただきました、滝山配水池に設置しています、緊

急遮断弁の実際の作動につきまして、動画でご説明いたします。 

・ この様にロックが外れますと、ウエイトがゆっくり降下し、閉止していきます。 

・ 次に、復帰方法ですが、手動復帰方式でこの様に回転ハンドルを回しセットします。 

・ 制御盤と地震計、遮断弁本体です。 

このことで、市内中心部にある、耐震機能を有した、安全な配水池で有効容量3,000m3の飲料水の

確保が可能となります。 

以上、簡単ではございますが、緊急遮断弁の概要説明を終わります。 

 

《 事 務 局 》  そ れ で は 、 資 料 ４ の 事 業 評 価 概 要 及 び 次 ペ ー ジ の 費 用 対 効 果 分 析 書 、 調 書

に 添 っ て 今 回 の 事 業 に か か る 費 用 対 効 果 分 析 結 果 に つ い て ご 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。
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工 務 課 の ○ ○ で ご ざ い ま す 。  

こ の 費 用 対 効 果 分 析 は 事 業 に よ り 生 み 出 さ れ る 社 会 的 な 効 果 と 、 事 業 に 要 す る 費 用 を

比 較 す る こ と で 、 事 業 実 施 の 妥 当 性 を 評 価 す る も の で 、 国 庫 補 助 を 受 け る に 必 要 な 採 択

資 料 と な っ て お り ま す 。  

そ こ で 、 費 用 対 効 果 の 算 定 方 法 と し て は 平 成 １ ９ 年 ４ 月 に 厚 生 労 働 省 健 康 局 水 道 課 よ

り 通 知 さ れ て お り ま す 「 水 道 事 業 の 費 用 対 効 果 分 析 マ ニ ュ ア ル 」 に 沿 い 、 今 回 の 事 業 が な

い 場 合 の 手 段 の 一 つ と し て 各 家 庭 で の 飲 用 水 の 備 蓄 費 用 を 計 上 い た し ま し た 。 尚 、 費 用

対 便 益 の 算 定 は 、 換 算 係 数 法 を 用 い て い ま す 。  

そ れ で は 、 資 料 の ４ を お 開 き く だ さ い 。 評 価 の 内 容 と し て は 、 ① ～ ⑥ の 評 価 項 目 を 設 定

し 、 そ れ ぞ れ の 結 果 を 抽 出 し 表 に ま と め 事 業 費 算 定 の 糧 と い た し ま し た 。 そ の 評 価 の 内 容 の

① ～ ④ 項 目 に つ き ま し て は 、 先 程 か ら 説 明 し て い る も の で あ り ま す の で 、 割 愛 さ せ て い た だ き 、

⑤ の 事 業 の 費 用 対 効 果 分 析 で の 内 容 を 説 明 さ せ て 頂 き ま す 。  

 ま ず こ の 事 業 は 配 水 池 か ら 配 水 す る 飲 料 水 が 災 害 等 に よ り 流 出 し た 場 合 、 需 要 者 へ 供

給 出 来 な い た め 、 飲 料 水 を こ の 配 水 池 に 確 保 す る 設 備 を 設 置 す る も の で 、 こ の 設 備 が 無 い

場 合 は 需 要 者 が 家 庭 内 に 常 に 災 害 に 備 え た 飲 料 水 を 備 蓄 し て お か な く て は な ら な い も の

で あ り ま す 。 そ こ で 、 次 ペ ー ジ の 費 用 対 効 果 分 析 で あ り ま す が 、 事 業 の 概 要 は 先 程 説 明 い

た し ま し た 通 り で 、 災 害 発 生 か ら ３ 日 間 以 上 の 応 急 給 水 を 確 保 す る 設 備 で あ り ま す 。 算 定

条 件 と し ま し て は 、 当 該 １ 号 配 水 池 の 受 け も つ 対 象 人 口 は １ ２ , ６ ８ ６ 人 、 世 帯 数 ４ , ９ ７ ５ 世

帯 と い た し ま し た 。  

 事 業 費 用 の 算 定 は 、 緊 急 遮 断 弁 設 置 工 事 費 と し て １ ８ ， ７ ０ ０ 千 円 で 、 消 費 税 込 み と な り

ま す が 、 消 費 税 は 、 国 民 経 済 的 に は 政 府 等 の 収 入 と 相 殺 さ れ る の で 費 用 か ら 控 除 し 、 １

７ ， ８ １ ０ 千 円 を 計 上 い た し ま し た 。 ま た 、 遮 断 弁 の 耐 用 年 数 は 配 水 管 附 属 設 備 と し て ３ ８ 年

と し て お り ま す 。 ま た 、 維 持 管 理 費 は 、 バ ッ テ リ ー 交 換 費 用 等 を 見 込 み 、 年 ５ ０ 千 円 を 計 上 し

ま し た 。  

 次 に 便 益 の 考 え 方 で あ り ま す が 、 災 害 が 発 生 し て も 直 ぐ に 飲 料 水 の 確 保 が で き て い る こ と

で あ り 、 こ れ を 需 要 者 が 独 自 に 行 お う と す れ ば 、 家 庭 内 で 常 に 水 の 備 蓄 を 行 っ て い な く て は

な ら な い 。 ま た 、 こ の 水 は 飲 料 水 で な け れ ば な ら な い た め 、 ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー （ 通 称 ペ ッ ト ボ ト

ル ） の 備 蓄 を 想 定 い た し ま し た 。 す な わ ち 、 各 家 庭 で 1 人 当 り ９ ㍑ （ 生 命 維 持 に 最 小 限 必 要

な 水 量 ） の ペ ッ ト ボ ト ル の 備 蓄 を 想 定 し 、 １ 年 に １ 回 の 頻 度 で 交 換 す る も の と 考 え ま し た 。  

 そ の 便 益 の 計 算 が 、 費 用 対 効 果 分 析 結 果 調 書 で あ り ま す 。 し た が い ま し て 、 今 回 の 事 業

全 体 の 投 資 効 率 性 は 表 － １ の 通 り で あ り 、 費 用 便 益 比 （ Ｂ / Ｃ ） は １ １ ． ５ ７ と な り 、 費 用 対 効

果 の 基 準 と さ れ て い る 、 １ ． ０ を 大 き く 上 回 る も の で 、 本 事 業 の 実 施 は 妥 当 で あ る と 判 断 い た

し ま し た 。  

 以 上 、 雑 ぱ く な 説 明 で あ り ま す が 、 費 用 対 効 果 分 析 結 果 の 説 明 を 終 わ ら せ て い た だ き ま

す 。  

 

《委員長》 説明は終わりました。ただ今の説明に対してご質問、ご意見等はございませんか。 

 

《 委 員 》  資 料 ４ の ２ 枚 目 表 １ の 換 算 係 数 の １ . １ ３ と ２ １ . ４ ８ と い う の は ど う いう 意 味 の 数 字 で

し ょ う か 。  

 

《 事 務 局 》  厚 生 労 働 省 の マ ニ ュ ア ル が あ り ま し て 、 事 業 を す る と き に は 換 算 係 数 法 と 年 次

算 定 法 の ２ 種 類 の 算 定 方 式 が ご ざ い ま す 。  

年 次 算 定 法 は 、 大 き な 事 業 、 １ ０ 年 以 上 の 建 設 期 間 の 事 業 の 場 合 、 そ れ 以 外 は 換 算 係

数 法 を 用 い な さ い と い う こ と で す 。  

こ ち ら で 、 換 算 係 数 と し ま し て 、 緊 急 遮 断 弁 の 耐 用 年 数 ３ ８ 年 で 、 ３ ８ 年 に 対 し て 換 算 数 と

し 、 表 が ご ざ い ま し て 、 表 に 基 づ い て １ ． １ ３ と し 要 す る に 年 数 が 長 く な る ほ ど 換 算 係 数 が 落 ち

て い く の で す が 、 ま た 維 持 管 理 費 と 便 益 の ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー は １ 年 ず つ 発 生 す る も の な の で

1 年 間 こ の 形 を と る と す れ ば 、 最 大 で ２ １ ． ４ ８ と い う 係 数 が 出 て ま い り ま し た 。  

 

《 委 員 》  と い う こ と は 、 緊 急 遮 断 弁 の 支 出 費 は ３ ８ 年 間 使 う の で 、 そ れ を 現 在 価 値 に 見 直
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す と い う こ と で す か 。 ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー は 毎 年 こ の 金 額 が 出 る け れ ど 、 そ れ も 現 在 価 値 に 見

直 し て 、 係 数 を か け て い る と い う こ と で す か 。  

 

《事務局》 そうです。現在価値の換算でございます。 

 

《委員》 回避支出法、回避評価方法という言葉がありますが、この回避という考え方は、すなわちボ ト

ル ド ウ ォ ー タ ー で考えてもいいというのは、どちらのマニュアル、あるいは水道局でお考えなのですか。 

 

《事務局》 まず、（厚生労働省マニュアルP20）水道の効果の中で、分析手法の水道への適用というの

がございまして、その中に7項目ほどの手法がございます。今回、回避支出法でやらせていただいたの

は、マニュアルの中にミネラルウォーターの購入費用というのが例にございます。ですから今回、回避支

出法を適用させていただきました。 

 

《委員》 回避支出法をいくつかある方法の中から選択というのは自由に選ぶのでしょうか。 

この事例では回避支出法が適切ということが書いてあるのでしょうか。 

それとも水道局のご判断でしょうか。 

 

《事務局》 水道局の判断でございます。まずはいつも水を備蓄しておくにはどういう方法がいいのか考

えましたら、ペットボトル以外では飲料水としてないであろうと考えています。 

 

《委員》 ありがとうございます。以上です。 

 

《委員長》 ほかの委員の方は。 

 

《委員》 ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー で備蓄という方法の妥当性というか、例えば、周辺の自治体で対策されて

いる率というか、比較ですかね。そういう調査は実施されたのでしょうか。 

 

《事務局》 実施はしておりません。 

 

《事務局》 この遮断弁と池の考え方ですが、配水池ができてその次に遮断弁という中で、近隣の都市

はこれについて補助申請をされていない都市が多く、川西が最初でありますので、遮断弁についてもそ

ういう事例がございませんので、県や国にお聞きして、川西独自でボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー と 考 え ました。 

 

《委員》 ちなみに飲料水を代替する手段としては、ペットボトル以外の手段はどんなものですか。 

 

《事務局》 あとは給水タンク車での給水です。 

 

《委員》 給水タンク車というのは、現実的でないやり方なのですか。 

 

《事務局》 給水タンク車ということになりますと、各市から相当の応援をいただかないといけなくて、川西

だけでの給水タンク車の数だけでは、各家庭への給水はできない状況になってこようかと思います。 

 

《委員長》 回避策、これでいうと便益についての意見でしたが、ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー と 給 水 車 で 緊 急

的 に 給 水 す る と い う こ と を 比 べ た 場 合 、 ど ち ら の ほ う が コ ス ト が か か る の で す か 。  

 

《 事務局》  給 水 タ ン ク 車 1 台 が ８ ０ ０ 万 円 く ら い で 、 そ こ に ２ ト ン し か 入 り ま せ ん の で 、 そ れ を 供

給 し よ う と す れ ば 、 人 が 張 り 付 か な く て は い け ま せ ん の で 、 費 用 的 に 言 う と 換 算 で き ま せ ん が 、

手 間 な ど を 考 え る と 、 や は り ペ ッ ト ボ ト ル で お 配 り す る ほ う が 。  

 

《 委 員 長 》  結 果 的 に 安 い と い う こ と で す ね 。 お そ ら く そ こ が 、 先 生 の 質 問 の 主 旨 だ と 思 う の で

す が 。  

前 回 の 配 水 池 で し た か 、 そ の 時 の 費 用 便 益 の 計 算 を し た 時 に 、 ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー と い う
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の が で て き た か な と 思 う の で す が 、 記 憶 が 明 ら か で は な い の で す が ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー で な け れ

ば 給 水 タ ン ク 車 で の 給 水 と い う の が で て き た か な と 。  

と こ ろ が 、 今 の 局 長 の 説 明 だ と 、 給 水 タ ン ク 車 の ほ う が お 金 が か か る 、 と いう こ と は 計 算 の

仕 方 と し て は 今 回 の ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー の ほ う が き つ い 計 算 に な っ て い る と 、 安 い ほ う と 比 べ た

わ け で す の で 、 前 回 の 計 算 と は ま た 違 う ん で す け ど も 、 む し ろ 結 果 と し て は 厳 し い 計 算 と い う こ

と に な っ て い る と 思 い ま す の で 、 委 員 の 質 問 に は 答 え て い た だ い て い る の で は な い か と 思 い ま

す 。  

 

《 委 員 》  教 え て い た だ き た い の で す が 、 先 程 の 委 員 の ご 質 問 と 関 連 す る の で す が 、 他 の 色

々 な 方 法 が あ る と い う こ と な の で す が 、 な ぜ こ れ が 選 択 さ れ た の か 、 た く さ ん の 方 法 の 中 か ら こ

れ を 選 択 し た と き の B/ C が 薦 め る も の が あ っ た の か 、 他 の 方 法 で は 算 定 さ れ た の か 、 と い っ た

あ た り の と こ ろ を 教 え て い た だ き た い の で す が 。  

 

《 事務局》  便 益 関 係 は ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー を 用 い る の が 、 今 の 川 西 の 現 状 を 考 え ま す と 、 ま ず

１ 番 早 い 方 法 と い う か 、 皆 さ ん が お 困 り に な ら な い と い う こ と で 、 ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー 以 外 の 方

法 は 、 今 は 考 え て い ま せ ん 。  

 

《 委 員 長 》  今 は 実 際 に 川 西 市 に は 給 水 車 と いう の は 。  

 

《 事務局》  ２ 台 ご ざ い ま す 。 ２ ㎥ 入 る 車 が ２ 台 で す 。  

 

《 委 員 長 》  ３ 日 分 の ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー と い う こ と な の で す が 、 こ れ は 十 分 な の で し ょ う か 。 も ち

ろ ん 災 害 の 程 度 に よ る と は 思 う の で す が 。  

 

《 事務局》  日 本 水 道 協 会 や 厚 生 労 働 省 の 指 針 か ら 、 生 命 維 持 の た め に は １ 日 ３ リ ッ ト ル で

い い で し ょ う と 、 １ 日 か ら ３ 日 目 ま で は ３ リ ッ ト ル 。 基 本 的 に は 川 西 で こ う い っ た 大 き な 震 災 が あ

っ た と き に は ３ 日 か ら １ 週 間 で 完 全 給 水 し よ う じ ゃ な い か と い う 考 え の 上 で 、 指 針 で 決 ま っ て い

る の で ３ リ ッ ト ル と し て お り ま す 。  

実 際 に は 、 先 程 パ ワ ー ポ イ ン ト で 説 明 し た よ う に 、 緊 急 遮 断 弁 が ６ 箇 所 つ い て お り ま す の

で 、 配 る に は 十 分 な 量 が 確 保 で き る と 考 え て お り ま す 。  

 

《 事務局》  あ と 、 ３ 日 目 く ら い に な り ま す と 仮 設 配 管 な ど で 応 急 的 に 復 旧 す る だ ろ う と 考 え て

い ま す 。  

 

《 委 員 長 》  阪 神 大 震 災 の と き は 、 こ の 辺 は 幸 い大 き な 被 害 は 無 か っ た よ う で す が 。 例 え ば

神 戸 市 な ど で は だ い た い ３ 日 く ら い で な ん と か 緊 急 の 対 策 は と れ た と い う こ と で す ね 。  

と い う こ と で ３ 日 分 の ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー と い う の は 、 そ う い う 経 験 を 踏 ま え た 、 全 体 の 緊 急 対

策 を 想 定 さ れ た 中 で 計 算 さ れ た と い う こ と で す ね 。  

 

《 委 員 》  災 害 の と き は 、 緊 急 遮 断 弁 で 遮 断 さ れ 、 配 水 池 は プ ー ル 状 態 に な り ま す が 、 貯 水

池 の 中 は 、 水 が 循 環 す る よ う に な っ て い る の で し ょ う か 。 水 質 の 心 配 は な い の で し ょ う か 。  

 

《 事務局》  日 頃 、 配 水 池 と し て 使 用 し て お り ま す の で 、 先 程 の 図 面 で 立 ち 上 が り 管 と い う の

が あ っ た の で す が 、 そ れ で う ま く 循 環 す る よ う な か た ち で 使 用 し て お り ま す 。  

そ れ と 、 水 位 も い つ も 高 い 水 位 に す る よ う に 、 監 視 し て お り ま す 。  

 

《 委 員 》  緊 急 遮 断 弁 で 遮 断 し て も 、 飲 料 水 と し て の 品 質 は 落 ち な い と い う こ と で す ね 。  

 

《 事務局》  は い そ う で す 。  

 

《 委 員 長 》  技 術 的 な 確 認 で す が 、 緊 急 時 に 弁 が 閉 ま る の は 電 気 の 信 号 で す か ？ 関 西 電

力 の 電 気 で は な く 、 備 え 付 け の バ ッ テ リ ー で す か ？ 災 害 時 に は 送 電 も 止 ま る 可 能 性 も あ り ま
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す よ ね 。  

 

《 事務局》  バ ッ テ リ ー で 動 き ま す 。 管 が 割 れ て 急 な 流 量 が あ る と き に 弁 を 閉 め る の と 、 何 度 以

上 の 震 度 で 閉 ま る の と ２ つ の 場 合 が あ り ま す 。  

 

《 委 員 》  装 置 の 信 頼 性 は あ る の で す か 。 誤 作 動 と か 。  

 

《 事務局》  現 在 ６ 箇 所 に 設 置 し 、 点 検 も 行 っ て い ま す 。  

 

《 事務局》  関 西 で は 平 成 ７ 年 以 降 に 需 要 が 増 え ま し た 。 そ れ 以 前 は 手 動 で 閉 め た り 、 何 度

以 上 の 地 震 で 止 め る と い う の は な か な か 難 し い こ と で 、 両 方 兼 ね 備 え て い る 市 町 さ ん が 多 か

っ た よ う で す 。 阪 神 大 震 災 以 降 は 、 そ の 設 定 を し っ か り 決 め て 遮 断 す る と い う こ と を し て お り ま

す 。   

 

《 事務局》  伊 丹 市 と か は 配 水 池 が 無 い の で こ う い う 方 法 が と れ な い ん で す 。  

川 西 は 、 そ れ ぞ れ の 配 水 池 に 備 蓄 し て い る 形 に な り ま す の で ラ ッ キ ー で す 。  

伊 丹 市 は 加 圧 式 で す の で 備 蓄 で き ま せ ん 。  

 

《 委 員 長 》  そ れ は 地 形 の 問 題 で す か  

 

《 事務局》  そ う で す ね 。 伊 丹 市 は 山 が 無 い の で す 。  

 

《 委 員 》  回 避 支 出 法 以 外 の 方 法 の 一 覧 表 を 資 料 で い た だ き た い で す 。  

あ と は 、 ペ ッ ト ボ ト ル １ リ ッ ト ル の 値 段 で す が 、 常 識 的 に 見 て １ ０ ０ 円 く ら い で す か ね 。  

２ リ ッ ト ル １ ０ ０ 円 く ら い か な 。  

川 西 市 で は ペ ッ ト ボ ト ル 売 っ て お ら れ る の で し た か 。  

 

《 事務局》  売 っ て い な い で す  

 

《 委 員 》  あ と も う ひ と つ 気 に な る の が 、 委 員 長 が 言 わ れ た よ う に 、 前 回 は 給 水 車 に よ る 給 水

で 我 々 審 議 し て い ま す が 、 そ れ よ り ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー の 方 が 安 い と い う こ と で 、 今 回 は O K な の

で す が 、 こ れ を 出 す こ と に よ っ て 、 前 回 の 妥 当 性 を 指 摘 さ れ る こ と は な い の か 心 配 が 若 干 あ り

ま す 。  

前 の 意 見 書 提 出 以 降 に 、 ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー と い う 例 示 が 出 た と い う こ と な ら い い の で す

が 、 ま た 前 の 場 合 も ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー で 計 算 し 直 し た 方 が 費 用 が か か る と い う の な ら い い の で

す が 、 そ う で な い の な ら 気 に な る の か な と 思 い ま す 。 今 回 の 審 議 で は あ り ま せ ん の で 、 杞 憂 か も

し れ ま せ ん が 。  

 

《 事務局》  補 助 事 業 の 考 え 方 は 、 単 体 で 、 事 業 別 に 考 え ま す の で 、 問 わ れ る こ と は な か っ た

か と 。  

 

《 委 員 》  委 員 と し て は 、 こ れ を 聞 い て し ま っ た の で 。  

 

《 事務局》  前 回 、 ボ ト ル ド ウ ォ ー タ ー で 換 算 し た 結 果 も あ る の で す 。  

 

《 委 員 》  そ っ ち の ほ う が 高 か っ た の で す か ね 。  

 

《 事務局》  高 か っ た と 思 い ま す 。  

給 水 タ ン ク 車 は あ る も の と し て 使 用 し て い ま す の で 、 費 用 は 久 代 浄 水 場 か ら の 運 搬 費 で

換 算 し て お り ま し た 。  

 

《 委 員 長 》  



  

  7

厚 労 省 の ガ イ ド ラ イ ン に も と づ い て 、 事 業 評 価 の 想 定 を し て い る と い う こ と で す ね 。  

前 回 と 今 回 の 事 業 は 、 関 連 性 が 強 く 、 同 種 の 制 度 的 枠 組 み で 評 価 を 行 っ て い ま す が 、 厚

労 省 が 事 業 の 必 要 性 を 国 民 に ど う 説 明 す る か と い う の は ま た 別 の 問 題 で あ り 、 こ の 場 の 審

議 に は 馴 染 ま な い 問 題 で は な い か と 思 い ま す 。 学 識 的 な 観 点 か ら み る と 、 事 業 評 価 の 整 合

性 は 気 に な る 点 で す の で 、 １ つ の 問 題 点 と し て 申 し 上 げ て お く こ と に し ま す 。 川 西 市 の 対 応 と

し て は 、 何 か の 機 会 が あ れ ば 、 こ の 点 に つ い て 厚 労 省 に お 尋 ね に な る と い う よ う な こ と に な る の

で は な い で し ょ う か 。  

 

《 事務局》  委 員 の 言 わ れ た 便 益 の 計 算 方 法 の 一 覧 表 は 、 お 渡 し す る よ う に し ま す 。  

 

《 委 員 長 》  基 本 的 な こ と な の で す が 、 今 回 の 費 用 便 益 比 は １ １ ． ５ ７ で す が 、 こ の 基 準 値 は

い く つ で す か 。  

 

《 事務局》  １ で す 。  

 

《 委 員 長 》  こ れ は と て も 高 い と い う こ と で す ね 。  

 

《 委 員 》  お 話 の 中 で 、 「 ペ ッ ト ボ ト ル を 配 布 」 と 言 わ れ て い ま し た が 、 資 料 の 中 に は 「 各 家 庭

で 備 蓄 」 と な っ て い ま す ね 。 「 配 布 」 と い う と 市 が 置 い て お い て 配 る と い う イ メ ー ジ で す が 、 文 章

の 表 現 で は 、 各 家 庭 で 置 い と き な さ い よ と 指 示 し て 、 そ の コ ス ト を 計 算 す る こ と に な り ま す が 、

ど っ ち な の で し ょ う か 。  

市 が 責 任 を 持 っ て 配 布 す る と い う こ と に な れ ば 、書 き 方 が 違 っ て く る と 思 い ま す が 。  

 

《 委 員 長 》  そ う す る と 、 ペ ッ ト ボ ト ル を 買 う だ け じ ゃ な く て 、 配 る と い う こ と も で て き ま す ね 。  

 

《 委 員 》  そ れ は 計 算 に 入 れ な い と し て も 、 「 備 蓄 を 市 民 に 指 示 し て 、 そ の 費 用 が ･ ･ ･ 」 と い わ

な く て も 、 「 １ 年 に １ 度 の 頻 度 で 交 換 す る も の と し て 考 え て 、 こ の 費 用 に な る 」 と い う 書 き 方 で い

い と 思 い ま す 。  

 

《 委 員 長 》  も し か し た ら 厚 生 労 働 省 の マ ニ ュ ア ル な ど に 、 「 備 蓄 」 と い う 表 現 が 使 わ れ て い る

の か も し れ ま せ ん ね 。  

 

《 事務局》  算 定 事 例 の な か に は 「 備 蓄 」 と な っ てお り ま し て 、 個 人 が 自 分 で 持 っ て お き な さ い

よ と い う こ と を 想 定 し て い る よ う で す 。  

 

《 委 員 》  で は 、 マ ニ ュ ア ル ど お り で 結 構 で す 。  

備 蓄 す る の は 個 人 な の で し ょ う か 。 市 な の で し ょ う か 。 マ ニ ュ ア ル の な か で 正 確 で な け れ ば 、

「 備 蓄 」 と い う 言 葉 だ け でい い ん じ ゃ な い で し ょ う か 。  

 

《 事務局》  市 は 災 害 に 備 え て 備 蓄 し て い ま す の で 、 水 道 局 で も ペ ッ ト ボ ト ル を 備 蓄 し て お く と

い う イ メ ー ジ だ と 思 う の で す が 。  

 

《 委 員 》  「 家 庭 」 で と か 「 市 」 と い う 言 葉 を 使 わ ず に 、 マ ニ ュ ア ル 通 り 「 備 蓄 が 必 要 で あ る 。 金

額 い く ら 」 と い う よ う に 書 か れ た ら い い の で は 。  

配 送 費 用 は 考 え て な い の で す ね 。  

 

《 事務局》  次 回 に こ の 部 分 は 訂 正 さ せ て い た だ き ま す 。  

 

《 委 員 長 》  先 ほ ど 、 委 員 が 触 れ ら れ た 、 資 料 ４ の 後 ろ か ら ２ 枚 目 の 表 １ の 数 字 （ 換 算 係 数 ）

の 出 し 方 で す が 、 こ れ は ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ い て 、 計 算 し て い る と い う こ と で す ね 。 こ こ の と こ ろ

に つ い て は 、 よ ろ し い で す ね 。  
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《 委 員 》  は い 。 決 ま っ て い る と こ ろ な の で 。  

 

《 委 員 》  ⑧ 定 量 化 で き な か っ た 効 果 項 目 の 整 理 の 欄 の 、 ２ 番 目 の 「 貯 水 量 に よ る 二 次 的

災 害 の 防 止 効 果 」 と い う の は 、 緊 急 遮 断 弁 で 遮 断 す る こ と に よ っ て 、 災 害 が 発 生 し な か っ た

と い う こ と で わ か る の で す が 、 １ 番 目 の 「 配 水 池 の 貯 水 量 確 保 に よ る 飲 料 水 の 確 保 効 果 」 と

い う の は 、 具 体 的 に ど う い う も の な の か な と 。  

要 す る に 、 遮 断 弁 を つ く っ て 水 量 を 確 保 で き て い る の で 、 定 量 化 で き て い る の で 、 こ こ の と

こ ろ が 具 体 的 に 何 を 想 定 さ れ て い る の か 、 お 教 え い た だ け れ ば と 思 い ま す 。  

 

《 委 員 》  マ ニ ュ ア ル 的 に こ う い う の を 書 か な い と いけ な い の で し ょ う か 。  

 

《 事務局》  書 か な く て も い い の で す が 、 今 私 も 読 ん で お り ま し て 変 な 感 じ だ な と 思 い ま す の で 、

再 度 検 討 さ せ て い た だ き ま す 。  

 

《 委 員 》  「 備 蓄 を し て い る の で 市 民 の 方 が 安 心 だ と 思 う 効 果 」 と い う の を 意 味 さ れ て い る の だ

っ た ら わ か り ま す よ ね 。  

「 災 害 時 で も ラ イ フ ラ イ ン が 確 保 さ れ て い る の で 、 安 心 な 街 づ く り を し て い る と い う ア ピ ー ル に な

る と い う 効 果 」 と い う の と か ね 。  

 

《 委 員 長 》  委 員 か ら ご 意 見 の あ っ た 資 料 の 件 で す け れ ど も 、 で き ま し た ら 、 メ ー ル な ど で 事 前

に い た だ け ま し た ら と 思 い ま す 。  

今 回 、 説 明 い た だ き ま し て 、 資 料 も 提 出 い た だ き ま し て 、 そ れ を 受 け て 我 々 も 気 が つ く と こ

ろ は す べ て 質 問 さ せ て 頂 き ま し た 。 そ の 上 で 、 追 加 の 資 料 を い た だ く こ と に なり ま し た 。  

今 日 の と こ ろ は ご 意 見 ・ ご 質 問 も 出 尽 く し た 感 が あ り ま す の で 、 各 委 員 に お か れ ま し て は 、

本日の説明ないし資料をいったん持ち帰り、ご検討いただきたいと考えますが、いかがでしょうか。 

 

次に、第２番目の「次期開催日時について」を議題といたします。 

次期開催日時につきましては、１２月４日 ２０時から開催したいと思います。 

 

《事務局》 １８時から経営審議会を開催いたしますので、評価委員会は２０時からを予定しています。 

 

《委員長》 その他、何かあればご発言願いたいと思います。 

それでは、本日は以上で閉会いたします。皆様どうもご苦労さまでした。 

 

 

 

※ 主な発言の要旨等、審議経過がわかるように記載すること。 


